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緒 言

前篇に於いては,健常肺及び結核病巣内の リ

パーゼに関 して,組織化学的並びに生化学的の

両方面か ら酵素学的僕件を検討 した結果,両署

の検討成績の問に二,三の差異が存在 している

ことを認めた｡

これ等の差異が生 じているのは,組織化学的

方法によって検討し得る リパーゼは殆んどデス

モ型であ り,生化学的方法によっては主として

リオ型の リパーゼ作用を検討している結果によ

るものと思われる｡

従って, リパーゼの検討に際しては組結打ヒ学

的方法 と生化学的方法 とを併せ行 うことが必要

であると述べた｡

それであるか ら,本籍では肺結核病巣に於け

る リパ-ゼを組織化学的並びに生化学的に検討

してゆ くのを目的とする｡

肺結核症に於ける肺の リパ-ゼに関 しては,

Gomoriが初めて組織化学的に 検出して以来,

本邦に於いても掘尾,服部,星によって報告さ

れている｡

生化学的には組織化学的検討より更に古い時

代か ら検討されているが,その報告は数少い｡

迫 雄

しかも生化学的方法で行った諸家の成績は,

まちまちであるに反 し,Gomori7･9)の組織化学

的方法に従った諸家の成績には大きな相違は認

め られない｡

このように結核肺の リパーゼに関して組織化

学的に或いは生化学的に検討されて来たが,級

織化学的方法 と生化学的方法 とを併せ行った実

験は極めて少ないが,更に同時に酵素学的条件

をも十分考慮 して行った実験は殆んどみ られな

いといっても過言ではない｡

著者は前篇で知 り得た酵素学的僕件をも考慮

しつつ実験を行ったので,その結果を報告 し,

肺結核病巣に出現する リパーゼに就いてその生

物学的意義の一,二を考察してみた｡

第 1章 実験材料及び実験方法

健常肺としては前荷の場合と同様にツベルク

リン反応陰性の成熟家兎10匹を,結核肺として

は前篇で述べたのと同様の方法で処置 した家兎

10匹を使用した｡

組織化学的にはpH7.5で Tween60を基質と

して使用 し, 生化学的には 健常肺の場合には

pH7.79結核肺の場合にはpH7.24で, それぞ

れ Tween60を基質として使用した｡

生化学的には分解作用の測定は前篇と同じ方

法を用い,合成作用の測定には藤見6)の方法に

準 じて行った｡

即ちオ レイン酸0.5cc,グリセ リン1.0cc,ベロ

チ-ル緩衝液 1.0cc,酵素液 3.0cc及 び 蒸 滑 水

1.0ccの各々を 内容 50ccの 三角 コルペソに入
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れ,ゴム栓をなし37oCの恒温振盤器 に取付け

1時間振塗し15時間放置 した｡

しかる後, これに 25ccのアルコールを加え

て滅過 し,その滅液 20ccに就いて0.1%フェノ

ールフタレインを指示薬として, N/10苛性カ

リアルコール溶液で滴定 した｡

対照 として ほ オ レイン酸 0.5cc,グリセ リン

1.0cc,ベロナ-ル緩衝液 1.0cc及び蒸溜水 1.0cc

を加えたコルベンと, 酵素液 3.0ccだけを入れ

たコルベンの2つのコルベンを各々37つCで 15

時間放置 し,測定直前に2つのコルベンの内容

を混 じて, それをN/10苛性カリアルコールで

滴定し,その値を対照とした｡

対照の値か ら酵素によって合成されずにその

ま 残ゝっているオ レイン酸を滴定した値を差引

くと,合成に費やされたオ レイン酸の量をN/10

苛性カ 1)アルコール溶液量で表わす ことが出来

るのである｡

第2章 実 験 成 績

第1蔀 組織化学的検討

l) 健常備 : 家兎の健常柿に於いては気管

支上皮細胞,肺胞壁細胞等が リパーゼ反応陽性

を示 し,特に前者は後者にくらべて反応が強 く

あらわれる｡ 気管支晩,軟骨細胞,血管内皮細

胞は陰性である｡

丑) 結核肺:年型RM株を接種後20日目の
もの5匹を使用 して実験に供 した｡

形成した結核病巣の肉眼的所見は,4匹は残

りの他の 1匹にくらべると病変の程度は軽い｡

即ち,肋膜艦には彦出液はなく,癒着も認めら

れず,注射部位と思われる局所に小豆色を呈す

る小指頭大の病巣が認められ-その他には1-

2個の麻契大の小病巣を認めるに過ぎない程度

である｡

他の一匹に於いては,病変の範囲も広 く,且

その程度も激しく,上薬の下半分には粟粒大の

乾酪巣が一面に認め られ,下葉は一様に陪赤色

を呈して硬 く,強い乾酪化のあることを予想せ .

しめる｡

上薬の上半分は軽度の充血を認める以外特別

な所見は認められない｡
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病変が比較的軽度に惹起されている4匹に就

いて,その注射部位と思われる所の享組織学的所

見をみると,壊死巣或いは乾酪巣が認められ,

壊死巣の所々には濃締 した核の集団が認められ

る｡

これ等の壊死巣の周囲には単核大細胞や類上

皮細胞等が存在するが,多核白血球は少い｡

単核大細胞及び類上皮細胞の或るものには原

形質の膨化や 空泡を 生じている所見が 認めら

れ,核は濃縮叉は融解を示 しているのも存在す

る｡

叉肺胞炎や類上皮細胞結節も所々に散見され

る｡

広範な病変を示 し,その程度も激 しい他の残

りの1匹の組織学的所見は肉眼的観察所見と略

々同様に,下葉は全体に亘 り乾酪化を招来 して

お り,上薬の下半分は乾酪巣叉は壊死巣が大部

分を占め,所々単核大細胞を主とする産出性変

化が存在している｡

上薬の上半分は単核大細胞を主とする彦出性

変化が大部分であ り,繁殖性変化や類上皮細胞

結節も所々に認められる｡

以上,述べた組織学的変化と1)パーゼ反応陽

性部位とを比較検討すると,以下の如くなる｡

即ち,乾酪巣叉は壊死巣には Tween60を分

解する リパーゼ反応は存在しない｡

一般に単核大細胞,類上皮細胞は リパーゼ反

応陽性を示し, 前者に於いては 反応は 特に強

いO叉気管支上皮細胞も強陽性を示す.

併 し,これ等の細胞でも,原形質が膨化 した

り叉空泡が生じた りしているような変性の明ら

かな細胞は リパーゼ反応は陰性か叉は減弱して

いる｡

しか しなが ら,気管支上皮細胞は リパーゼ反

応の減退消失は特に遅く,壊死巣中の気管支上

皮細胞に僅かなが ら反応を呈しているのが認め

られることがある｡

線維芽細胞は弱陽性を示す ことが多い｡多核

白血球, リンパ球は全く陰性である｡

病変の程度が激 しく,且つその範囲も広範に

亘っている家兎の肺 1)パーゼ反応をみると,変

化の最も激 しく認められた下葉には全 くリバー
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ゼ反応は検出し得ず,変性の最も少いが彦出性

変化の強い上薬の上半分に於いては, リパーゼ

反応は強 く, しか も広範に亘って陽性を示 して

いる｡

病変の程度が この両者の中間に位する上薬の

下半分では, 7)パーゼ反応は僅か しか認め られ

ない｡

上薬の下半分に於いて認め られる単核大細胞

に就いてみると,普通染色の-マ トキシ リン ･

エオヂ ソ染色では細胞自体に何等の変性も認め

られなかったにもか ゝは らず, リパーゼ反応が

陰性を示す ことが多く,仮令, リパーゼ反応を

認め得る場合でも極めて弱い反応を呈するのみ

である｡

即ち,普通染色で変性を示すのに先立って リ

パーゼ反応が消槌 して行 くように思われるO

叉一般にいい得 ることは,乾酪巣に接 した単

核大細り抱,類上皮細胞より更にその外層に位置

する単核大細胞,輝上皮細胞の方が 1Jパーゼ反

応が強い｡

即ち,乾酪巣の周囲部に於いては, リパーゼ

反応が減弱 している層か ら克進 している層へ と

移行 しているのが認め られる｡

第2節 生化学的検討

Ⅰ) 健常備 : 健常肺 の リパーゼを pH7.79
に於いて且つ Tween60を基質 として検討 した

のが第 9表である｡

京大結研紀要 第7巻 第2号

第 9表 健常な肺,肝,腎の1)パ-ゼの分解
作用及び肺のリパーゼの合成作用

N｡. 16 io.20 r0.48 ∫o.16 r0.40

No. 17

No.18

0.24 10.56 圭0.08 10.52

0.18 10.52 10.12 10.45

同様な方法で肝臓,腎臓の リパーゼ活性をも

比較 した｡ これによると肝臓が最も強い反応を

示 し,次いで肺臓,腎臓の順に活性が低下 して

いる｡

叉合成作用を検討 した成績をも第-9表に示 し

たが,か ゝる作用もかな り認め られることが判

明した｡ しかも分解作用の強いNo.17が叉合成

作用も最も強いことか ら,No.17は酵素量の多

いことを予想せ しめる｡

∬) 結核肺 : 菌擦使徒20汀日の家兎の肺を
使用 した｡

その分解作用と合成作用 とを検討 した成績が

第10表である｡

結核肺に於ける リパーゼ分解作用は一般に個

別差が著しく,この点健常肺の分解作用が略々

一定 していることと比較すると対照的である｡

このように各家兎の結核肺に於ける リパーゼ

第 10衰 結核肺に於ける1)パーゼの分解作用と合成作用

No. 35
上毒薬から下乗に亘って2.5x1.5cm の円形の択黒色の
部分あり
1)ソバ腺腫張

No. 36
上薬に境界鮮呪な暗赤色の斑点が一両にあり
下葉に小豆大の硬結あり
中はクl)-ム状
肋膜に浬出液貯溜

No. 31

No. 32

上兼暗赤色の斑点中葉は一部赤色,-ち
見はない
準出液H 横着(-)

下黄にマッチ棒先位の黄色い結節あり
胸壁に膿癌
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活性に強弱を生じることは,各々の家兎に於け

る病変の程度が異なるためであろ う｡

それであるか ら,病変の肉眼的所見とリパー

ゼの分解作用とを比較対照してみると,これ等

の6匹の中,最も病変の程度の軽いのは No.32

である｡

No.32は肺内注射の際失敗したもので,胸壁

に膿場を招来し,しかる後,病変が肺に波及し

たためか,麻契大の病巣が認め られた他には全

く特異性病像は認められない例である｡

この リパーゼ活性 を 検討すると, 0.23ccの

N/10苛性カリアルコールの滴定量を要 し, 健

常肺の場合と大差はない｡

逆に最も変化の激しく認められたNo.36は肺

全体に亘って病変が認められた家兎であるが,

これの リパーゼ分解作用は0.18ccで健常肺に比

して少しく低い値を示している｡

病変の程度の最も軽度であるNo.32と,最も

高度であるNo.36との中間に位する程度の病変

を有する No.31,No.34に於ける リパーゼの分

解作用は,病変の最も軽度なもの並びに高度な

ものに比べて非常に活性が強い｡

一般的傾向として認められる事柄は病変が健

常肺と余 り変 らない程度のものは リパーゼ作用

も健常肺に比べて余 り差が認め られないが,柄

変の進行と共に リパーゼ活性も先進し,更に病

変が進行 して壊死に陥入 りはじめると, リパー

ゼ活性は減退して行 くものと思われる｡

即ち,結核性炎症に於いて,生化学的方法で

得 られる 1)メ-ゼ,即ち, リオ型の l)パーゼは

或る時期に於いて克進し,その後,次第に低下

して行 くことが推察される｡

なお,合成作用に就いてみると,健常肺の場

合に比較して極めて僅かであ り,殆んど合成作

用が行われないといって差支えない｡

或る時期に於ける結核肺の方が健常肺にくら

べて分解作用が強いのであるか ら,合成作用も

又強 くあらわれるであろうと推察していた著者

にとってほ,か ゝる成績は予想外な結果といわ

ざるを得ない｡

第3車 線括並びに考接

健常肺の リパーゼを初めて組織化学的に証明
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したのは Gomoriである｡

Gomori7) は Tween60を使用した 場合, 健

常肺の気管支上皮細胞及び肺胞壁細胞に陽性を

示すことを報告 しているが,著者もこれと略々

同様な実験成績を得た｡

気管支上皮細胞と肺胞壁細胞とは発生学的に

同じ上皮性の原基か ら生 じたもので30),その組

織学的性質も似てお り,同じように リパ-ゼ反

応を呈することは当然のことと思われる｡

Gomori7)は気管支腺も リパーゼ反応陽性を示

すと述べているが, 著者は 切除肺 では認めた

が,家兎月市では未だ認めていない｡

結核肺の リパーゼに就いて組織化学的に検討

された成績は,Gomori,堀尾94),服部15),星13)

等によって発表されている｡単核大細胞,類上

皮細胞等が陽性を示す ことは,これ等の人々が

等 しく指摘 している｡唯,星は病巣内毛細血管

の内皮細胞が リパーゼ反応陽性を示すと述べて

いるが,著者は未だこのような所見に接 し得な

いし,他の Gomori,堀尾, 服部等 もこのよう

な所見を報告 していない｡

しか しなが ら, リパーゼ反応を示す単核大細

胞,類上皮細胞等も一旦変性に陥ったものは,

リパーゼ反応は陰性となる｡

一般に酵素は蛋白質か ら成 り立っているが,

リパ-ゼも同様に蛋白部分を有しているため,

変性とい う病理組織学的な変化が リパーゼ自体

の蛋白質に及ぶ場合には, リパーゼ活性は消失

叉は減弱低下して行 くものであろ う｡

併 しなが ら,普通染色法で変性が余 り進行 し

ていないように思われる単核大細胞や輝上皮細

胞等の細胞でも陰性を示す場合がある｡

このことは突放成績でも述べたように,殊に

病変の激しい部分に存在する単核大細胞,類上

皮細胞等に屡々認められるようである｡

叉 このような所見は,著者等32)が既に発表 し

ているように,山村民の方法で肺結核病巣を実

験的に家兎の肺に作製し,1カ月,2カ月,3

カ月と経過を追って リパ-ゼ染色を行って観察

した結果に於いても認められている｡

即ち,その成績をみると1)パーゼ活性は月数

が経過するにつれて次第に減弱して行っ てい
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る｡このことは壊死巣の増加によって, リパー

ゼ活性が減弱することによるのは勿論 である

が,月数が経過すると,普通染色で変性が認め

られない単核大細胞等でもリパーゼ反応は陰性

を示しており, 1)パーゼ反応が減弱或いは消失

して行くことは,ただ単に壊死巣の増加による

リパ-ゼ活性の減少だけによるのではないO

しかも著者 は INHがデスモ型 の リパーゼを

促進する作用 のあることを前籍に於いて述べ

たが,かかるINHの作用を詳細に観察すると,

INHを基質液の中に混じることによって,対照

群で陽性を示す部位の反応が増強することは勿

請,普通染色法で変性を示していない単核大細

胞で且つ リパーゼ反応が陰性である部位がINH

の添加によって陽性を示すに至る｡

併し, 乾酪巣に於いてはINHを基質液に混

じてもリパ-ゼ陽性を示す部位は発見出来な

い｡

これ等の事実からして,単核大細胞等の細胞

が普通染色法で変性が認められないのに リパー

ゼ反応が陰性を示していることは,これ等の細

胞に リパーゼ活性が完全に消失しているのでは

なくて,単に減退しているのみで,組織化学的

方法では証明し得ない程度の 7)パーゼ活性を有

しているのであろう｡

全然 リパーゼ活性が 消失 してしまっていれ

ば,仮令INHを添加 しても, リパーゼ反応は

陽性とならないと思われる｡

以上健常肺,結核肺に就いて組織化学的方法

によって検討した成績に就いて触れたので次は

生化学的に検討した結果に就いて考察を加えた

い｡

生化学的に健常肺の リパーゼの活性を測定し

た著者の成績では,肝臓に於いては最も活性度

が高く,肺臓,腎臓の順に活性度は低下してい

る｡伊藤l)紘,肝臓の リパーゼ活性度はやは り

一番高く,以下腎臓,肺臓,撃丸,脳,子宮,

心臓,筋肉の順に活性は低下していると述べ,

Katschneff19) は肝臓,腎臓,肺臓, 筋肉の順

に活性度は低下して行くと報告している｡

かくの如く,それぞれの報昔には少しく差異

がみられるが,これは使用した基質, 至適pH
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等が異なるために招来された差異と思われる｡

著者の成績は肺のリパーゼの雪道pH値を使

用して腎臓,肝臓の リパーゼ活性を検討したも

ので,正確には肝臓,腎臓の各々の至適pHで

の リパーゼ活性を検討して比較すべきものであ

ろう｡

併し,いづれにしても肺臓が各臓器の中で,

リパーゼの分解作用がかなり存在することには

異論のない処である｡

このような陸常肺のリパーゼ活性と結核肺の

リパーゼ活性とを比較すると,結核肺の リパー

ゼの活性の方が健常肺のそれよりも高い｡併し,

病変の程度も激しく且その範囲も広いというよ

うな家兎に於いては, リパーゼ活性は寧ろ健常

肺のそれより弱いとい う成績を得た｡これは組

成の変性の進展と共に リパーゼ活性が低下して

行くことによるのであろう｡

肺結核症に於ける肺のリパーゼ活性に関して

文献を調べてみると, Hoppold及 び Tayler12)

は増強すると述べ,Katscbneff19)は減弱すると

いい,叉 Virtanen34) は変らぬと称し,それ等

の渚家の成績は一致していない.

これは彼等が検討した動物の結核病変の程度

がそれぞれ異っているために,その成鰐が一致

していないのであると思われる｡

なお,Frahm5) は健常肺の リパーゼ活性に及

ぼす結核菌,及びそのアセトン劃分等の作用を

検し,その結果 リパーゼ活性の低下することを

報告し,これ等の成績と,肺結核症に於ける肺

の リパーゼ活性が逆に増強していることを比較

検討し,それ等の成績が相反していることの解

釈に苦しんでいる｡

併し,健常肺のリパーゼと結核肺のリパーゼ

とは後者が炎症細胞,特に単核大細胞や鯵出液

等によってもたらされるリパ-ゼを含むもので

ある故,異なることは当然といえよう｡

以上肺結核症に於ける肺のリパーゼは組織化

学的にも,生化学的にも,或る時期には活性が

克逢し.それ以後次第に減弱低下して行き,し

かる後消失するものであろう｡

次に問題となるのは,結核肺の リパーゼに合

成作用があるか否かの問題である｡現在,組織
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化学的に合成作用を検する適当な方法が末だ報

告されていないので,著者もこの点に関しては

生化学的方法によってのみ検討を加えた｡

生化学的方法に従って健常肺の リパーゼの合

成作用を 検討したのは Hamiskll) であ り, 級

の報告以後は合成作用を検討した文献は余 り見

当らない｡

それにもまして,結核肺に於ける肺の リパー

ゼの合成作用に関しての研究は,現在までには

全く行われていないように思われる｡

著者の得た成績に就いてみると,健常肺の リ

パーゼには合成作用 もかな り認め得たのに反

し,結核肺の リパーゼの合成作用は殆んど認め

られない程少なかった｡

理論的には 酵素は 反応の 速度にのみ 関係し

て,反応の方向には関与 しないか ら,分解作用

が健常肺にくらべて強い結核肺は,逆に合成作

用も強い筈である｡然るに結核肺に於いては合

成作用は殆んど認められない｡

このような一見矛盾した結果は,結核性炎症

の鯵出物や炎症産物中に, リパーゼ合成作用を

阻害する物質が存在するためによるのかも知れ

ない｡

併し,組織化学的に検討した結果では,単核

大細胞は リパーゼ反応が強陽性を示すばか りで

なく,フォスフ7クーゼ反応も陽性を示し18),

その他酵素学的には非常に活性を有する細胞な

のである｡

このように酵素学的活性のある細胞が何等生

物学的に意義を有していないとは到底考えられ

ない｡

これ等の組織化学的に証明される酵素の意義

に就いては,結核菌や異物を倉唆した後の消化

作用に関係があるとい う説が 広 く行わ れてい

る｡併 し前篇で述べたように貴唆した細胞の内

部のpHは5.0まで低下するとい う事実を考え,

デスモ型の リパーゼの 至適pHが 7.3-7.7であ

ることか ら考えて酵素学的に働 く余地は少なく

なる｡

寺松等 33)は単核大細胞の リパーゼが脂質を合

成する可能性があると述べているが,堀沢16)は

Baldwinの説を引用して,これの可能性を否定
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している｡

即ち, Baldwin3) は通常酵素が合成的に働き

得るためには細胞内で生理的僕件が維持される

必要がある｡従って細胞が障害されると,必要

なェネルギーの供給が続かず,酵素学的には分

解作用の面のみあらわれて,合成的には働かな

いと説明している｡

併し, Balwinが合成に必要僕件としてあげ

ているエネルギーの供給とい う観点か ら単核大

細胞をみると,神前が生体内酸化に関係がある

といっているフォスファタ-ゼの活性は単核大

細胞ではかな り強い｡このフォスフ7タ-ゼが

単核大細胞に 多く含まれて いることか ら考え

て,ある程度のエネルギーの供給が行われてい

ないとは断言出来ない｡

次に神前22)は合成-の僕件として酵素が細胞

構造 と密接に結合すべきことを述べているが,

粗鉄化学的に証明され得る リパーゼは殆んどデ

スモ型と解 してよいか ら,細胞構造とかな り密

接に結合 していることになる｡

即ち,単核大細胞内ではエネルギーの供給も

ある程度行われてお り,叉デスモ塾の リパーゼ

は細胞構造としっか り結びついているとい う観

点か らして,組織化学的方法で証明されるデス

モ型の リパ-ゼは合成作用の必要僕件を備えて

いると思われる｡

このようなことか ら考えて,単核大細胞によ

る脂質の合成の可能性を全 くは否定出来ない.

著者の検討した結核肺に於ける リパーゼの合

成作用に関する実験では,その作用は殆んど認

め られなかったのであるが,これは生化学的方

法で行った成績であ り,従って,主として リオ

型の リパーゼ作用を検討している結果であ り,

デスモ型が合成作用を行 うであろうとい う仮説

に対 して,何等の障害にもならない｡

単核大細胞が脂質を合成するか否かに関 して

は,デスモ型 の リパーゼに 就いて 実験 がなさ

れ,その結果で論議されるべきと考える｡

結 論

肺の リパーゼを組織化学的に検討して以下の

結論を得た｡
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1) 健常肺で リパーゼ反応陽性を示す部位は

気管支上皮細胞や肺胞壁細胞等である｡

結核肺に於いては,単核大細胞や類上皮細胞

は共に陽性である｡

2) 陽性を示す単核大細胞でも細胞が変性壊

死に陥ったならば, リパーゼ活性は減弱又は消

失する｡

3) 普通染色で変性に陥っていないと考え ら

れる単核大細胞等でも陰性を示す ことがある｡

かかる現象は病変の激 しい部位にある細胞に

多く認め られ,病理学的な変性に先立って酵素

学的な変性が起っていることを示す所見 と考え

られる｡

4) 乾酪巣にす ぐ接 して存在する単核大細胞

や類上皮細胞よりも,更に外層に存在する単核

大細胞や,筋上皮細胞等の方が リパーゼ反応は

強い｡

一方生化学的に検討した結果は,

1) 家兎の健常肺の リパーゼは分解作用も合

成作用もかな り存する｡

2) 結核肺の リパーゼ活性は病変の程度によ

って異な り,病変の程度も激 しく,その範囲も

広いといったような病巣で,細胞が大部分壊死

に陥っていると活性度は低下を示すが,炎症の

ある時期に於いては,寧ろ克進 している｡文合

成作用は殆んど認め られない｡

以上の実験成績か ら結論付け得る事柄は,結

核肺の 1)パーゼは,組織化学的にも生化学的に

も炎症の或る時期に先進 している｡

即ち,デスモ型に於いても, リオ型に於いて

も一度は 1)パーゼ作用がJ-JL進する時期があ り,

細胞が変性するにつれ,その リパーゼ反応も低

下するものと考えられる｡

このように リパーゼ反応が-LJL進 している場合

の生物学的意義に関 しては, リオ塾は従来か ら

もいわれているように,結核菌や脂質を分解す

ることが,デスモ型にくらべて有利であ り,叉

デスモ型は, リオ型に くらべて細胞構造 と密接

に結び付いてお り,フォスファタ-ゼ染色の所

見か らしても,細胞内ではある程度のエネルギ

ーの供給も可能 と思われることか ら,寺松の所

謂脂質合成にデスモ型の リパーゼが役割を演 じ
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ていると推察することも可能 と思われる｡

(本研究には厚生省治療研究費の補助を受けたC附

記して謝意を表する｡)
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第 9 図

リパーゼ反応陽性を示す甲核大細

胞及び炉上皮細胞 (写真中央部よ

りやや右下にリパーゼ反応を皇し

てい ない 部分 は リンパ結節 であ

る)

第 10 図

リパーゼ反応陽性を示す気管支上

皮細胞及び周囲の甲核大細 胞群｡

集 11 図

前図の気管支上皮細胞の強拡大

(黒く帯状をなしているのが気管

支上皮細胞が 1)メ-ゼ反応陽性を

示している所その上の方の黒点は

溶出細胞である尊核大細胞及び脱

落 した気管支上皮細胞が リパーゼ

陽性を示している)
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第 12 図

壊死巣の周囲が1)パーゼ反応

陽性を示している｡

第 13 図

壊死巣内に於いて,極めて弱

い反応を示す気管支上皮細胞

(炎症の盛んと思われる賃6

図及び第10図の気管支上皮細

胞が示すリパーゼ反応とは比

べものにな らぬ程反応は弱

い｡)

第 14 図

アルカリフォスフアターゼ反
応陽性を示す単核大細胞

(写真中央で黒く認められる

部分)
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